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主 な 内 容

.2面一年末の交通事故防止運動

.3面・一年末年始の市の施設は

・4面 .5面…特集 「市の家計簿J
を公表

年
末
年
始
の
市
の
業
務
は
、
一
部
を
除
き
十
二
月
二
十
七
日
(
土
)
か
ら
一
月
四
日

(臼
)
ま
で
休
み
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ご
み
や
し
原
の
収
集
、
休
日
・

夜
間
急
患
診
療

所
の
業
務
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。
変
則
的
な
日
程
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

よ
く
確
認
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
に
、
ご
み
は
収
集
日
時
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で、

決
め
ら
れ
た
日
時

〈
排
出
時
聞
は
午
前
七
時
か
ら
八
時
半
ま
で
〉
・
場
所
に
、
忘

れ
ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
(
各
施
設
の
開
館
状
況
は

3
酉
に
掲
載
し
て
い
ま
す
)

燃
せ
る
ご
み

マ
年
始

1
月
5
日
(月
)
か
ら

.
火
・
金
曜
日
収
集
地
区

マ
年
末
ロ
月
初
日
(火
)
ま
で

マ
年
始

1
月
6
日
(火
)か
ら

.
水
・
土
曜
日
収
集
地
区

マ
年
末
ロ
月
幻
自
(土
)ま
で

マ
年
始

1
月
4
日
(日
)に
特

別
収
集
を
実
施
し
ま
す

-
月
・
水
・
金
曜
日
収
集
地
区

マ
年
末
ロ
月
ぬ
日
(月
)ま
で

マ
年
始

1
月
5
日
(月
)か
ら

マ
年
末
ロ
月
初
日
(
金
)
ま
で

TV巾
ど
お
り
収
集

マ
年
始

1
月
5
日
(
月
)
か
ら

燃
せ
な
い
ご
み

マ
年
末
ロ
月
初
日
(
金
)
ま
で

平
常
ど
お
り
収
集

マ
年
始

1
月
5
日
(月
)
か
ら

平
常
ど
お
り
収
集

年
末
は
十
二
月
三
十
日
(火
)

ま
で
、

年
始
は

一
月
四
日
(日
)

か
ら
収
集
し
ま
す
。

各
地
区
別
の
収
集
日
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
特
別
収
集
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

.
月
・
木
曜
日
収
集
地
区

マ
年
末
ロ
月
却
日
(月
)ま
で

資
源
再
生
ご
み

資
源
と
し
て
再
生
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
分
別
の
仕
方
と
出
し
方
で
す

平
常
ど
お
り
収
集

臨

時

み
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マ
年
末
ロ
月
却
日
(月
)
ま
で

平
常
ど
お
り
収
集

マ
年
始

1
月
5
B
(月
)か
ら

平
常
ど
お
り
収
集

臨
時
く
み
取
り

各
家
庭
の
く
み
取
り
は
二
十

日
間
隔
で
行
っ
て
い
ま
す
。
年

末
年
始
の
休
み
の
問
に
二
十
日

目
を
迎
え
る
家
底

(収
集
日
が

十
二
月
九
日

1
十
六
日
)
で
、

次
の
収
集
日

(
一
月
五
日
1
十

日
)
ま
で
に
収
集
が
必
要
と
な

る
家
庭
に
限
っ
て
、
臨
時
く
み

取
り
を
受
け
付
け
ま
す
。

マ
受
け
付
け
期
間

ロ
月
辺
臼

(月
)ま
で

マ
申
し
込
み
方
法
電
話
で
環

境
衛
生
管
理
課
に
住
所

・
氏
名

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い

-
し
尿
収
集
に
つ

い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
環
境
衛
生
管
理

課
宮
(お
)
1
1
1
1

(内
線
2

4
1
)

へ

粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場

(堤
町

3
1
5
・
E
n
|
4
5
5
7
)

へ
。
土
・
日
曜
日
は
休
み
。

マ
年
末
ロ
月
初
日
(火
)
の
午

前
中
ま
で
受
け
付
け

マ
年
始

1
月
5
日
(
月
)
か
ら

平
常
ど
お
り
受
け
付
け

-
ご
み
収
集
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
環
境
衛
生
業
務

課
宮
(お
)1
1
1
1
(内
線
5

3
0)

へ一関
急
患
診
療
所
は

休
日
や
夜
間
に

「急
に
熱
が

出
た
」「
お
な
か
が
痛
く
な
っ

た
」
な
ど
、
体
の
具
合
が
急
に

怒
く
な
っ
た
と
き
に
応
急
処
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
病
状
が
重

い
場
合
や
入
院
が
必
要
な
場
合

は、

二
次
病
院
を
紹
介
し
ま
す
。

利
用
す
る
場
合
は
、

診
療
所

に
電
話
を
か
け
る
か
直
接
ご
来

所
く
だ
さ
い
。
な
お
、

そ
の
際

に
は

「保
険
証
」
を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

マ
住
所
中
里
M
A4

甘
口
号

(春

日
野
中
学
校
北
側
)

-
電
話

(M
)
0
3
1
1

.
診
療
科
目

マ
休
日

(日
曜
日
、
祝
日
、
ロ

月
却
日
1
1
月
3
日
)

内
科
、

小
児
科
、
外
科
、
歯
科

(歯
科

は
昼
間
の
み
)

マ
月

1
金
曜
日
の
夜
間

内

科、

小
児
科

マ
土
曜
日
の
夜
間
内
科
、
小

児
科
、
外
科

av診
事
時
間

マ
休
日
の
昼
間

午
前
9
時
却

分
1
日
時
却
分
と
午
後
1
時
却

分
1
4時
却
分

マ
休
日
お
よ
び
平
日
の
夜
間

午
後
7
時
i
m
時
却
分

元旦も活動のビーチクラブ湘
南
ひ
ら
つ
か
ピ
1
チ
ク
ラ

ブ
、
海
を
愛
す
る
人
た
ち
の
集

ま
り
で
す
。
会
長
の
北
沢
浩
一

き
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
本
業
は

獣
医
で
お
忙
し
い
中
で
し
た
が

快
く
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
勢
の
仲
間
の
リ
ー
ダ
ー

に
ふ
さ
わ
し
く
温
か
さ
と
パ
ワ

ー
を
感
じ
さ
せ
る
方
で
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
一
九
九
三
年
に

発
足
。
北
沢
さ
ん
は
平
塚
青
年

会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
だ

っ
た
と

き

「サ
l
フ
羽
」
の
大
イ
ベ
ン

ト
で
手
腕
を
発
榔
、

そ
の
実
績

を
買
わ
れ
会
発
足
以
来
か
ら
会

長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
現

在
会
員
は
約
二
百
五
十
人
、
仕

事
の
関
係
な
ど
か
ら
各
種
活
動

に
は
そ
れ
ぞ
れ
五
十
人
程
度
の

方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
の
目
的
は
、
海
岸
で
一
年

中
楽
し
め
る
行
事
を
し
、
ま
た

そ
の
た
め
の
基
本
的
ル
l
ル
を

多
く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
ク
ラ
ブ

発
足
以
来
、

名
実
と
も
に
た
く
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さ
ん
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

平
塚
海
岸
は
、
砂
丘
の
広
さ

と
美
し
さ
で
は
湘
南
地
域
で
も

自
慢
で
き
る
ほ
ど
で
す
。

ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
平
塚
市
、
県

な
ぎ
さ
事
務
所
、
サ
l
フ
別
交

流
協
会
、
か
な
が
わ
海
岸
美
化

財
団
な
ど
と
協
力
し
、

こ
の
平

塚
海
岸
を
守
っ
て
い
ま
す
。

同
会
の
活
動
の
ひ
と
つ
を
紹

た
ん

介
し
ま
す
。
元
且
早
朝
に
集
ま

る
人
々
の
暖
を
と
る
た
め
、
た

き
火
を
し
楽
し
く
語
り
合
い
な

が
ら
海
岸
で
の
ル
l
ル
を
市
民

に
知
っ
て
も
ら
う
活
動
で
す
。

こ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。

以
前
、
元
旦
の
朝
二
時
ご
ろ
か

ら
若
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
公

共
施
設
の
羽
目
板
を
破
っ
た
り

砂
防
の
た
め
の
よ
し
ず
を
は
が

し
た
り
し
て
、
砂
浜
で
た
き
火

を
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
を

見
て
驚
き
発
足
以
来
、
毎
年
海

岸
を
守
る
た
め
に
早
朝
か
ら
寝

ず
の
番
で
瞥
備
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

砂
浜
が
灰
な
ど
で
汚
れ
な
い

よ
う
ド
ラ
ム
缶
を
用
意
し
、

会

員
が
持
ち
寄
る
木
片
を
た
き
ぎ

に
使
い
ま
す
。
そ
し
て
砂
浜
に

集
ま
る
老
若
男
女
と
共
に
ご
来

光
を
仰
ぎ
ま
す
。

日
の
出
の
輝
き
は
感
動
的
で

す
。
そ
し
て
身
近
な
海
岸
を
守

る
彼
ら
の
願
い
は
続
き
ま
す
。

• • 
まだ暗いうちから集まるメンバー
(円内は北沢会長)
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崎町一一 年末の交通事故

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
、

十
二
月
二
十
日
(土
)
ま
で
全
国
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
は
車
や
人
の
行
き
来
が
多
く

な
り
、
交
通
渋
滞
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
す
ぎ
や
無
理
な
追
い
越
し

で
、
歩
行
者
は
信
号
無
視
や
無
理
な

横
断
で
思
わ
ぬ
事
故
を
招
き
や
す
く

な
り
ま
す
。

市
内
で
は
十

一
月
末
現
在
二
千
二

墨書
著園
22児
暴を
申豆霊

苧義
そ L.，
く、、吉覧
室す

ら
連
絡
し
ま
す
。

マ
申
込
啓
の
配
付

か
ら
マ
配
付
場
所

ロ
月
M
日
(
水
)

各
保
育
幽
お
よ
び
児

-・・・・圃・・

来
年
四
月
か
ら
新
た
に
保
育
園
に

入
国
を
希
望
さ
れ
る
お
子
さ
ん
が
い

る
家
庭
に
、
保
育
所
入
所
申
込
併
を

お
配
り
し
ま
す
。
お
配
り
す
る
際
に

家
庭
の
状
況
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す

の
で
、
必
ず
保
護
者
が
お
越
し
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
現
在
入
国
中
の
児
宜
を
引

き
続
き
入
園
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
す

る
保
獲
皆
こ
ま
、
後
日
島
県
庁

ghr

保育園一覧表

h

，E
m
'
B
E
 

易
な
気
持
ち
で
違
法
駐
車
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

-
シ
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
徹
底

今
年
県
内
で
自
動
車
乗
車
中
に
耶

故
で
亡
く
な
っ
た
方
の
約
七
割
が
、

シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
統
計
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

活
用
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
約

四
割
の
方
は
命
が
助
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

事
に
乗
っ
た
ら
、
運
転
手
だ
け
で

な
く
全
員
が
シ
1
ト
ベ
ル
ト
を
し
め

ま
し
ょ
う
。

。
問
い
合
わ
せ
先

(内
線
6
4
0)

交
通
安
全
課

歳
末
火
災
特
別
警
戒
が

十
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
十

一
日

ま
で
の

一
週
間、

全
消
防
機
関
を
あ

げ
て
「
歳
末
火
災
特
別
警
戒
」
を
笑

施
し
ま
す
。
期
間
中
は
初
動
態
勢
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
広
報
活
動
や

市
内
各
地
域
の
巡
回
幹
怖
を
し
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
、
も

う

一
度
身
の
回
り
の
防
火
対
策
を
確

認
し
、
火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

.
火
の
用
心
の
ポ
イ
ン
ト

-
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

女
性
プ
ラ
ン
を
改
訂
し
ま
す

湘
南
ひ
ら
つ
か
男
女
共
同
参
国
プ

ラ
ン
の
紫
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
四
年
に
策
定
さ
れ

た

「湘
南
ひ
ら
つ
か
女
性
プ
ラ
ン
」

を
踏
ま
え
、
社
会
環
境
の
変
化
を
反

映
し
、
男
女
共
に
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン

ト

(力
を
つ
け
能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
)
し
て
い
く
こ
と
で
、
男
女
平
等

の
社
会
を
築
こ
、
?
と
す
る
計
闘
で
す
。

今
回
の
見
直
し
、
改
訂
に
あ
た
っ

て
は
、
学
識
経
験
者
や
市
民
の
参
画

を
得
て
検
討
会
を
設
け
ま
し
た
。
ま

た
、
七
月
に
実
施
し
た
住
民
実
態
調

査
で
は
、
女
性
に
関
す
る
意
識
を
み

!進

〉市

:号R
V ，lj.σコ
〈な大
正さ 学
主んと

な
さ
ん
に
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
で
寄
せ
ら
れ
た
な
凡
は
、

今
凶
策
定
し
た
紫
楽
に
反
映
さ
せ
て

い
ま
す
。
4
つ
の
課
題
と

刊
の
施
策
を

紫
築
で
は
、
男
女
平
等
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
「
男
女
共
同
参
画
」

を
目
的
と
し
、
「
男
女
平
等
意
識
の

啓
発
」
「
男
女
の
社
会
参
画
促
進
」

「
活
動
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
」

「
社
会
環
境
整
備
の
促
進
」
の
四
つ

を
重
要
課
題
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
課
題
に
向
け
て
十

一
の
施
錠
を

掲
げ
ま
し
た
。

-
男
女
平
等
意
識
の
啓
発
に
向
け
て

①
役
割
分
業
意
識
の
改
革

③
女
性
の
人
権
問
題
の
啓
発

A
V
男
女
の
社
会
参
画
促
進
に
向
け
て

①
男
女
の
自
立
促
進

@
同
体
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
促
進

⑤
地
域
社
会
へ
の
参
画
促
進

⑤
施
策

・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性

登
用
促
進

⑦
推
進
協
議
会
の
設
世

.
活
動
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
充

信

議

官

次

の

と

お

り

で

す
。

7
r
、'V
』

・
ド
己

E
a
n
r
-
9ヨ
念
念
主

-uv
言

子
ど
も
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い

3

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い

4

て
ん
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

5

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
位
か
な
い

6

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

こ
足
配
線
は
し
な
い

7

ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い

2 ③
活
動
拠
点
の
充
実

①
緊
急
避
難
保
護
施
設
の
整
備

av社
会
環
境
整
備
の
促
進
に
向
け
て

⑮
庁
内
推
進
会
議
の
設
置

⑪
自

・
県
行
動
計
画
と
の
連
携

ぜ
ひ
、
ご
意
見
を

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
素
案
概

要
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
公

民
館
な
ど
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
ご

意
見
を
女
性
行
政
推
進
室
へ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
ご
意
見
の
提
出
に
は
、

「市
長
へ
の
手
紙

(
切
手
不
要
こ
や

「
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス
・

0
1
2
0

|
れ
に
恥

v
r
d
(フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
こ

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
締
め
切
り

2
月
6
日
(
金
)

講
演
会
を
聞
く

男
女
共
同
参
闘
に
向
け
て
の
講
誠

会
を
開
催
し
ま
す
。
講
演
終
了
後
、

「湘
南
ひ
ら
つ
か
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
素
案
を
説
明
し
ま
す
。
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

一
月
二
十
六

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

2
月
3
日
(火
)
午
後
2
時

1
4時
(予
宰

マ
会
場

M
N
ピ
ル
日
階
会
議
室

マ
講
師
作
家
沖
藤
典
子
さ
ん

(前
県
女
性
問
題
協
議
会
会
長
)

マ
申
し
込
み
先

女
性
行
政
推
進
室

(
一

T
矧
宝
町
3
11
M
N
ピ
ル

m階
・

念

事

特

集

会

学

生

と

の

交
流
金
巾
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ

市民窓口センタ一

事務嘱託員涯募集設す芸専任職員嘱託職員の募集
。募集人数 1人

く〉対象 昭和27年4月2日-47年4月1日の聞に生まれ

た高等学校以上を卒業した女性

。勤務日時月~金略目の~5目、午前91時~午後41時

。賃金 月額143.000円(期末勤勉手当相当初・通勤
手当支給、社会保険加入)

。 申し込み方法 市販の履歴啓(家族記入欄のある

もの)を12月22日(月)までに本人が直接職只際

(市役所3階)に持参する。申し込み時に簡単な面

接あり。1次試験は1月17日(土)。採用予定は平成
10年4月1目。
。問い合わせ先

砂嘱託給 食調理員 ........・… …… H ・H ・...…1人

・応募資格 昭和32年4月2日-55年4月1日の聞に
生まれた方で、中学校以上を卒業した方
-賃金月額 158.400円

惨事務嘱託員 … ...・H ・..……...・ H ・..……… 1人

・応募資格 昭和32年4月2日-55年4月1日の問に
生まれた女性で、高等学校を卒業ーした方、平成
10年3月に卒業する見込みの方または同程度の
学力を有する方

-給与 147.200円
〈共通事項〉
社会保険加入。期末勤勉手当・交通費支給
・申し込み方法市販の履歴骨 (家族記入欄のあ

るもの)を12月22日(月)までに本人が直接戦只
課(市役所3階) に持参する。 申し込み時に簡

単な面接あり 。1次試験は1月17円(土)。平成10
年4月1日採用予定。
.問い合わせ先職員課(内総322)

砂嘱託寮母...・H ・..…...・H ・........・H ・..……2人

・応募資格 昭和32年4月2日-55年4月1日の111]に
生まれた女性で、高等学校を卒業した方、平成
10年3月に卒業ーする見込みの方、または同程度
の学力を有する方
-業務内容/賃金月額 利用者の介護や日常勤作

訓練の介助など/162.200円

一?
(

職員課(内線322)

ちゃんとつけた火は

施設名 所在地 定員

神田保育園 田村1466・2 90人

金田保育園 入野112-3 90人

須賀保育園 高浜台9-1 90人 l

南原保育園 南原1・5・3 90人 |

吉沢保育園 上吉沢331 60人 !

花水台保育園 花水台10ぞ1 90人

しうさぎ保育園 索中原2・14-2 90人

夕陽ケE保育園 夕陽ケfil0-7 90人

若草保育園 機内2401 90人

大神保育園 大神2056 60人

平塚保育園 宮の前4-13 120人

柳町保育園 平塚4-20-1 90人

明石町保育園 明石町15・16 90人

白百合保育園 立野町31・24 60人

あさひ保育園 河内310 120人

横内保育園 横内3824 120人

いすみ保育園 万回476 90人

金目保育園 北金目459-1 90人

八幡保育園 四之宮235 120人

大町保育園 根坂間737-2 90人

ゅうかり保育園 岡崎449・2 90人

中原保育園 中原2-3-41 90人

高村保育園 高村209 120人

富士見保育図 平塚5-22-50 90人

みどり保育所 四之宮372 120人

もんもん保育園 花水台12・28 36人

12月25日から31日までの1週間、全消防機関をあげて「歳末火災特別醤
戒」を実施します。伺かと慌ただしいとの時期、ちょっとした不注意か

ら火を出さ芯いよう、火の元には十分注意してください。

。担当奮防謀 (内線395)あなたの火消すまで
f録を

l (膏



平草
図

告施設・窓口の休みの日をお知らせします
×印の日が休みです。ムの日は保守点検日です(予約状況の検然はできますが、利用・利用

申し込みはできません)。 お問い合わせは直接各施殴(包括帯号は右記のとおり)へ。

第613号 (1日・15日発行)広報ひ5っか

の
市
の

の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ

唱

A
n
u
n
U
唱
ム

マ
そ
の
ほ
か
の
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

.
・
・
お
問
い
合
わ
せ
は
市
民
課
宮
(
お
)

1
1
1
1
(内
線
2
3
2
)

へ

マ
中
央
図
書
館
宮
(訂
)0
4
1
5

マ
北
図
昏
館
宮
(日
)
1
2
3
2

マ
西
図
啓
館
宮
(お
)
3
5
5
5

マ
南
図
暫
館
宮
(幻
)
3
0
8
0

マ
博
物
館
宮
(お
)
5
1
1
1

マ
美
術
館
宮
(お
)
2
1
1
1

マ
行
少
笠
宮
館
宮
(沼
)
7
0
2
9

マ
び
わ
背
少
年
の
家
君
(回
)0
8
7

-
横
内
包
(臼
)1
4
3
0

.
山
城
宮
(お
)
8
8
9
3

・
み
な
と
宮
(お
)2
8
1
5

.
大
野
宮
(詑
)
6
9
6
0

マ
市
民
セ
ン
タ
ー
宮
(泣
)2
2
3
5

マ
中
央
公
民
館
宮
(担
)2
1
1
1
(各

地
区
公
民
館
の
問
い
合
わ
せ
先
の
照

会
も
中
央
公
民
館
へ
)

マ
見
附
台
体
育
館
宮
(訂
)3
0
5
7

マ
総
合
体
育
館
宮
(お
)
2
2
5
5

マ
ふ
れ
あ
い
動
物
園
(
総
合
公
園
管

理
事
務
所
)
宮
(お
)
2
2
3
3

マ
勤
労
会
館
宮
(認
)
3
3
5
5

マ
教
育
会
館
宮
(MA)1
1
6
6

1 マ
こ
ど
も
の
家

よょせJ12/20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1/1 2 3 4 5 6 土 日 月 祝 オく 木 金 土 日 月 メ〈 フJく 干兄 金 土 日 月 メ:

市役所、市民病院(外

来)、保健センター、徳 × × × × × × × × × × X × 

祉会館、栗原ホーム

窓口セン|駅前 × × × × × × × 

ター |各地区 × × × × × × × × 〉く × × × 

図書嘗官官 (4館〉、
X × × × × × × × × × 

1硲物館、突術館

官少年会館、
× × × × × X × × × X × 

びわ湾少年の家

こどもの家 × × × × × × × 

市民センター × × L;:，‘ t込 正』 × × × × × × ぷ』 × 

中央公民館 × × × × × × × × × × × × 

地区公民館 × × × × × × × × × × × × 

見附台体育館、

総合体育館、 X × × × × × × × × × 

ふれあい動物園

教育会館、
× × × × × × × × × × 

勤労会館

社
会
福
祉
法
人

市民と大学の交流促進
~民・学・産・宮が一体で~

市
内
の
大
学
と

市
民
の
み
な
さ
ん

の
交
流
を
促
進

す
る
た
め
、
市

民
・
大
学
交
流
委

n
H
会
が
発
足
し

ま
し
た
。

地
域
と
大
学
の

発
展
を
め
ざ
し
、

市
内
に
校
舎
の
あ

る
東
海
大
学
、
神

奈
川
大
学
と、

市

民
の
み
な
さ
ん
と

の
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し

4

・2f川
警
章
一
コ
+
ま
」
‘
、
，
，

実
に
向
け
て

，、司祖da
1
u
工
'
J

納
税
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

小
宮
優
さ
ん
の
作
品

「
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
主
題

に
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
納
税
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
応
募
百
四
十
七
点
。
主
な
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
。

(

敬
称
略
)

マ
最
優
秀
賞
小
宮
優
(
城
山
小
3

年
)
マ
優
秀
立
府
川
紗
季
(
花
水
小
2

年
)
、
堀
慌
宏
平

(大
原
小
6
年
)

マ
優
良
賞
土
方
美
緒
(
な
で
し
こ

小
1
年
)、

椎
野
菜
穂
美
(
富
士
見

小
3
年
)
、
林
田
遥
子
(
花
水
小
4

年
)
、
松
井
静
香
(
城
島
小
4
年)、

中
戸
川
岳
史

(大
原
小
4
年
)
、
背

木
由
加
利

(
横
内
小
5
年
)
、
深
田

佑
輔

(港
小
6
年
)

※
優
秀
作
品
は
ロ
月
口
白
(
水
)
か
ら

四
日
(
金
)
ま
で
、
市
役
所
1
階
市
民

ホ
1
ル
に
展
示
さ
れ
ま
す

菊
花
コ
ン
ク
ー

ル

の

入

賞

者

第
三
十
八
回
平
塚
市
菊
花
コ
ン
ク

ー
ル
が
行
わ
れ
、
小
学
生
の
作
品
を

含
め
、
丹
精
を
込
め
た
作
品
が
約
三

宮
幻
|
7
5
0
0
)

.. 

惨
く、緑地空間 として市民の:i'l誌な財産でも

あります。

経営規模を拡大したい、縮小したい、遊

休燥地を何とかしたいなどの場合は、お気

軽にご相官炎ください。

.平塚市農地銀行 (農業委員会内)

823 -1111 (内線338)

農地@麗し惜D慰
層魁銀侍ヘ

燥地を有効に活用するため、民地の貸し

借りや先.r1のお世話をする「農地銀行」が

10月からスタートしています。

E是業従事者の兼業化、高齢化に伴い、遊

休良地が柑えていますが、荒廃化が進むと

復元ができなくなることもあります。

災地は食料生産の手段であるばかりでな

市
の
施
設
の
年
末
年
始
の
開
館
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
直
接
各
施
設
へ
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
ご
み
の
収
集
、

休
日
・

夜
間
急
患
診
療
所
の
業
務
に
つ
い
て

は
一
面
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

《各
施
設
の
電
話
番
号
}

マ
市
役
所
宮
(お
)
1
1
1
1

マ
市
民
病
院
宮
(詑
)0
0
1
5

マ
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
(加
)0
3
1
1

マ
稲
祉
会
館
宮
(お
)
2
3
3
3

マ
南
部
絹
祉
会
館
宮
(幻
)
3
3
7
0

マ
梨
瓜
ホ
l
ム
宮
(お
)
6
0
6
0

マ
駅
前
市
民
慾
口
セ
ン
タ
ー
宮
(辺
)

年
度
の
事
業
計
画
は
次
の
と
お
り
で
の
体
育
施
設
利
用
お
よ
び
学
生
と
の

す
。

交
沈
②
巾
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ

マ
文
化
・
生
涯
学
習
推
進
部
会

エ
ス
タ

①
楽
し
い
数
学
教
室
、
楽
し
い
理
科
マ
問
い
合
わ
せ
先

企
画
闘
整
課

教
室
市
瀬
南
ひ
ら
つ
か
第
九
の
つ
ど

(内
線
3
2
6)

い
③
湘
南
ひ
ら
つ
か
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

・

-

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

.

箱

恨

駅

伝

を

-

マ
産
業
推
進
部
会

巾

応

援

し

よ

う

』

①
中
心
商
居
街
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
に

・

お
け
る
大
学
と
の
交
流
②
企
業
診
断
正
月
の
恒
例
行
耶
・
箱
根
駅
伝
に

(工
業
関
係
)
③
I
S
O
(国
際
標
今
年
も
東
海
大
学

・
神
奈
川
大
学
が

準
化
機
構
)
共
同

研

究

会

そ

ろ

っ

て

出

場

し

ま

す

。

マ
ス
ポ
ー
ツ
推
進
部
会

一
月
二
日、

三
日
は
ぜ
ひ
ご
声
援

①
ス
ポ
ー
ツ
健
康
大
生
命
神
奈
川
大
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

て
い
ま
す
。

に
ほ
ん
ご

と
と
も
に
、
平
塚
市
民
の
み
な
さ
ん

平
塚
市
は
、
東
海
大
学
と
昭
和
六

日

本

語

ス

ピ

引

チ

と
議

乞
し
て
い
治
く
す
し

十
年
に
、
神
奈
川
大
学
と
平
成
二
年

コ

ン

テ

ス

ト

開

く

て
毎
年
聞
い
て
は
催
し
浮

。

に

「交
流
事
業
に
附
す
る
申
し
合
わ

E

U

，

a
e
t
-〈
2

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
応
拡
く
だ

せ
」
に
澗
印
し
、
交
流
を
進
め
て
き
日
・
奈
川
を
学
ん
で
い
る
桝
一
凶
仰
の
さ
円
む

ま
し
た
。
今
回
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
み
な
さ
ん
。
ス
ピ
ー
チ
や
歌
を
披
露
マ
何
時
寸
月
似
日
(口
)午
後
1
時

だ
交
流
を
め
ざ
し
、
市
民
大
学

・

し
代

建

立

ゆ

い

i
t-
-
z

湯
川
弘
m山

F
ELt

産
業
界
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
委

t
平
塚

市

国

際

交

流

協

噌

諮

問

部

冬
勺戸

挟

議

櫛

小

汁

ル

貝

会

を

組

織

し

ま

し

た

。

ム

史

料

「
ス
ピ
ー
チ
と
号
線
旬
」
勺
池
坊
対
象
者
内
容
日
本
語
を

委
口
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
市
と
に
加
帆
叱
・
ぺ
い
た
だ
く
外
国
籍
の
母
国
府
と
し
伎
と
ゆ

・
ス
ピ
ー
チ
ま

両
大
学
の
ほ
か
、
商
工
会
議
所
、
文
方
々
を
議
集
し
て
町
民
オ
。

t

t

た
叫
歌
」
5
分
以
納
)
2

1

化
・
ス
ポ
ー
ツ

・
社
会
教
育
の
市
民

-
し
ト
の
鳴
い
は
、
日
本
語
を
吟
ぷ
外
マ
締
め
胡
り
リ
月
一
切
日
(
途

-E

団
体
、
市
内
の
小
・
中
・
高
校
な
ど

国
籍
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
日
ご
ろ
マ
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
交

ur〈

L-A'eい
か

は

9
V
S
品?

"

・

う

し

ん

ぜ

ん

い

ぜ

が
名
前
を
述
ね
て
い
ま
す
。
平
成
十
の
学
習
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
く

流
親
善
課

(内
線
5
9
7
)

宵
点
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
主
な
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

※
敬
称
略、

〈
〉

内
は
品
租
名

マ
県
知
耶
立
(
捻
挫
の
部
)

(

消

見
の
が
胤
)
杉
崎
松
町
出
(
大
磯
町
)

マ
市
長
賞

(第

一
次
切
り
花
の
部
)

〈泉
郷
柳
橋
〉
消
由
美
弼

(
大
品
)

マ
県
議
会
議
長
賞
(
第
二
次
切
り
花

の
部
)

〈

兼
六
白
菊
)
高
橋
俊
夫

(出
縄
)

マ
小
学
校
の
部
優
秀
(
山
岸
の
虹
)

星
雄
隆
、
大
越
真
耶
、
(兼
六
香
菊
〉

田
中
啓
太
、

(彩
胡
紫
峰
)
小
久
保

亮
輔
(以
上
金
目
小
3
年
)、
(兼
六

呑
荊
〉
池
田
絵
梨
花
、
佐
藤
圭
悟
、

嶋
本
桜
、
竹
内
ひ
と
み
、
柳
川
其
突
、

〈兼
六
白
粥
〉
大
林
明
奈
、
加
藤
正

人
、
出
口
と
も
み
、
来
理
栄
子
、
柳

田
登
紀
恵
(
以
上
港
小
6
年
)

成人式を聞きます。 0内容第1部式典、第2部清水ミチコ トーク&ライブ
該当する方(昭和田年4月2白から53年4月1日の聞に生まれた平塚市に住民登録を

している方)には、案内状を郵送しました。案内状が届かない方は青少年謀 (青

少年会館内・ 832-7029) にお問い合わせください。

成 人式を開催
1月15日(祝)午前10時30分~正午、総合体育館



五o 回
電話23・1111・35・1111 平場市役所

平成9年12月15日

算
額
(
歳
出
額
)
は
、
七
百
五

十
九
な
宍
言
、
卜
'
1
7主
F
q

あ
れ
も
や
り
た
い
、
こ
れ
も
し
た
い
。
し
か
し
、
収
入
は
低
迷
し
た
ま
ま
。
借
金
も

こ
れ
以
上
増
や
す
と
、
ウ
ウ
ど
も
や
孫
に
負
担
を
残
し
て
し
ま
う
。
何
を
減
ら
し
、
何
を

増
や
す
べ
き
か
、
頭
が
痛
い
:
:
:
。
市
の
財
政
状
況
を
家
計
に
例
え
る
と
、
こ
ん
な
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
平
成
八
年
度
決
算
案
が
、
現
在
市
議
会
十
二
月
定
例
会
で
審
議
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
平
成
八
年
度
決
算
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
家

庭
で
い
え
ば
「
家
計
簿
」
に
あ

た
る
市
の
収
入
や
支
出
の
状
況

を
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち
を
取
り
品
目
ナ
¥
社
会
は、

高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化
、

技
術
革
新
な
ど
が
急
速
に
進
ん

で
い
ま
す
。
行
政
へ
の
期
待
や

要
望
も
、
こ
の
変
化
を
反
映
し

て
多
様
化
、
高
度
化
し
て
き
で

効
率
的
運
用
を

み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
な

ど
が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
に
、

ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
か

市税

174，167円 (+4.481円)
市民1人当たり
の
決
算
額
は

市民税や固定資産税などでも

教育費

40，195円 (+4.175円)
土木費

64，874円 (-8.603円)
※大規模工事聖堂の減少などに

より減少

市債

23，355円 (ー7.278円)

学校 ・図主IF館 ・公民館の運営
などに道路や公閣の整備などに

衛生費

30，634円 (ー1.589円)

ぷ
一般会計の目的別歳出およ

び歳入を平成9年3月31日の

人口253.689人で割った金

額・かっこ内は前年比

民生費

54，699円 (-6.621円)
※南部福祉会館の援1iiil修了な
どにより減少

写宕伝S

場r

平
塚
市
の
自
主
財
源
比
率
は

〉
己
司
討
hリ

'
-
A
-
-
r
G

、

特別減税の穴埋めなどに消防や救急の逮営防災対策、
などに

医療の充笑などごみの処理、老人や障害者の福祉、保育医!
の運営などに

い
ま
す。

し
か
し
、
税
金
な
ど
で
成
り

立
つ
市
の
財
源
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
対
気
が
侭
丞
し
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
市
で
は

市
民
ニ
l
ズ
に
こ
た
え
る
と
と

も
に
、
行
財
政
の
効
率
化
、
事

務
事
業
の
見
直
し
、
行
政
改
革

の
推
進
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

の

総

額

歳

出

平
成
八
年
世
決
算

(歳
出
額

の
全
会
計
の
合
計
は

一
千
五
百

六
億
四
千
三
百
十
万
円
で
、
前

年
度
と
比
べ
る
と
0
・
五

%
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

減
)
。
一

般
会
計
へ
は
三
十

一

億
円
を
繰
り
出
し
、
社
会
資
本

の
整
備
に
充
て
て
い
ま
す

。
国
民
健
康
保
険
事
業
・
・
・
被
保

険
者
は
市
民
全
体
の
二
九・
六

%

で
前
年
度
比

0
・六
ポ
イ
ン
ト

の
増
。
こ
の
会
計
は
財
源
補
て

ん
的
な

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
(
約
十
六
億
六
千
五
百
万
円
)

な
ど
に
よ
り
収
支
の
均
衡
を
保

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す

。
下
水
道
事
業
・・・全
事
業
認
可

面
積
に
対
す
る
進
ち
よ
く
率
は

八
0
・
五

%

。
都
市
施
設
用
地
取
得
事
業
・
-
-

八
年
度
は
相
模
川
馬
入
地
区
環

境
整
備
事
業
用
地
、
平
塚
駅
西

口
再
闘
発
卒
業
用
地
の
取
得
な

ど
を
行
い
ま
し
た

。
交
通
災
害
共
済
事
業
-・・
市
民

の
加
入
率
は
三
五

・
二
%
で
前

年
度
比
0
・五
ポ
イ
ン
ト
の
減
。

掛
金
収
入
に
対
す
る
見
舞
い
金

の
割
合
は
九
一二
・
六
%
で
前
年

度
比
一二

・
七
ポ
イ
ン
ト
の
滅

。
総
合
公
園
用
地
取
得
事
業
・
-
-

こ
の
会
計
は
、
地
方
債
の
償
逃

が
終
わ

っ
た
た
め
、
八
年
度
末

で
廃
止
さ
れ
ま
し
た

歳出決算額

759億 670万円
747憶3.641万円
335憶8.117万円
122億5.349万円
133億9.956万円
25億 1.463万円
8.982万円
4.803万円
2.860万円
3億8.634万円
124億3.476万円
1，506億4，310万円

続
い
て
い
ま
す
。

会計別

一般会計

符別会計(小計)

競輪事業

国民健康保険事業

下水道事業

都市施設用地取得事業

食肉センター

交通災害共済事業

水産物地方卸売市場事業

総合公園用地取得事業

老人保健医療事業

合言十

平
成
七
年
度
に
引
き
続
き
前
年

市
債
の
返
済
に
あ
て
ら
れ
る

特

別

会

計

は

競
輪
車
場
業
の
よ
う
に
特
別
な

事
業
を
実
施
す
る
場
合
や
、
料

金
収
入
を
も
っ
て
特
定
の
事
業

を
行
う
場
合
な
ど
は
、
経
理
を

明
確
に
す
る
た
め

一
般
会
計
と

は
別
の
会
計
と
し
て
い
ま
す
。

各
会
計
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

。
競
輪
事
業
・
・
・
本
市
開
催
分
の

売
り
上
げ
は
約
三
百
六
億
八
千

万
円

(前
年
度
比

一
・
八
%
の

各会計別決算状況平成8年度

※歳入と歳出の差額は、 平成9年度予算に繰り越されています。

金額は万円単位に四捨五入しています。

青少年相談室
(市民センター2階)

n34-7311 
歪平館駅

-毎週月~金曜日 9時-16時

。悩みごとは「ヤングテレホ ン」

ft33ー7830(ミミでナヤ ミナシ)

毎週月~金曜日 9時-18時30分

(土曜日は13時-18時30分)

子育て相談室

館
央
民
中
公錨
口
側
、子
ど

も

教

育

-

相
鮫
セ
ン
タ
ー

チ
民
ン
市
セ

市民相談室
(市役所1階)

n23-1111内線293

。来所毎週月~金曜日10時-17時

。電話毎週月~土曜日9時-17時

(第 2.第4土曜日を除く)

分-17時

。ボランティア

時30分-17時

。結婚毎週日曜日10時-15時(第

3日曜日は除く)

。母子毎週月~金曜日9時-16時

。家庭児童毎週月~金曜日 9時~

16時

。婦人 1月8日(木)10時-15時

。高齢者職業毎週月~金曜日 9時

30分-16時

-毎週月~金曜日 9時30分-16時

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

n36-6013 

子育て相談室
(須賀保育園2階)

n21-7639 もしもし健康相談
(保健センター)

n34-1221 

歳入決算額

787億 6.152万円
762億3，372万円
342億6.701万円
127億9.039万円
137億3.447万円
25億1.463万円
9.422万円
5.794万円
3.275万円
3億8.634万円
123億5.597万円
1.549億9.524万円

国道134号

毎週月~金曜日 8

福祉会館

n33-2333 
。専門(法律・金融・住宅・保健医

療、いずれも予約制) 1月8日

(木)13時30分-15時30分

。生活支援毎週月~金曜日 8時30

毎週金曜日 9時-12時。手話案内

30分

。建築設計 ・耐震 12月15日(月)、

1月12日(月)13時-16時

。高年齢者職業 2月5日(木)、

月5日(木)9時-12時

。一般市民毎週月~金曜日 9時~

16時

3 

。人権 12月16日(火)、 1月6日

(火)、1月20日(火)13時-16時

。行政 12月16日(火)、 1月20日

(火)、 2月17日(火)13時-16時

。一般法律(予約制) 毎週水曜日

13時-16時

。登記・供託・測量 1月9日(金)、

2月13日(金)13時-16時

。住宅(新 ・改築) 12月16日(火)、

1月20日(火)13時-16時

。発明・考案・特許 l月5日(月)、

2月9日(月)10時-15時

。労働 1月8日(木)、 2月12日

(木)13時-161時

。下請け取り引きあっせん12月18日

(木)、2月19日(木)13時30分-16時

。年金 ・社会保険・労災 1月13日

(火)、 2月10日(火)10時-15時

。健康(予約制) 12月15日(月)、

1月19日(月)9時30分-ll時30分

。消費生活毎週金曜日 9時-16時 -毎週月 ・木曜日10時-16時

政

機

聞

か

ら

の

お

知

ら

せ

、

赤

ち

ゃ

ん

の

健

康

メ

モ

な

ど



十
九
億
六
百
六
十
九
万
五
千
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
二

・
八

%

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
人
、
性
質
別
歳
出
は
左
の

円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

歳
入
の
状
況

市
税
が
二

・
七
%
増
え
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
繰
越
金
や
市

債
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
総
体

で
は
一一一

・
三
%
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

。
自
主
財
源
と
依
存
財
源

自
主
財
源
と
は
、
市
が
自
ら

集
め
ら
れ
る
財
源
の
こ
と
で
す
。

自
主
財
源
の
多
い
少
な
い
は
、

行
政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性

を
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
の
尺

平成8年度一般会計決算
787億6.152万円

第613号 (1日・ 15日発行)

全
国
的
に
み
て
高
い
レ
ベ
ル
に

あ
り
ま
す
。
平
成
八
年
度
の
自

主
財
椋
比
率
は
、
前
年
度
に
比

べ
二一

・
三
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、

七
七
・
六
%
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
大
規
模
事

業
が
減
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
依

存
財
源
(
回
路
支
出
金

・
県
支

出
金
な
ど
)
が
滅
り
、
相
対
的

に
明
え
た
も
の
で
、
全
体
と
し

て
歳
入
は
大
変
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

。
市
税
市
民
税
と
固
定
資
産
税
で
市

税
金
体
の
約
九
O
%
を
占
め
て

い
ま
す
。
市
民
税
で
は
、
例
人

市
民
税
は
前
年
度
を
下
阿
っ
た

も
の
の
、
法
人
市
民
税
が
前
年

759億670万円
消

度
を
上
回
り
ま
し
た
。

O諸
収
入

全
体
の
お
よ
そ
半
分
は
競
輪

予
撲
に
よ
る
収
入
で
す
。

。
市
債
学
校
や
道
路
、
公
幽
の
披
備

な
ど
で

一
時
的
に
多
く
の
資
金

が
必
要
な
と
き
に
国
や
銀
行
か

ら
借
り
入
れ
る
お
金
、
つ
ま
り

「市
の
借
金
」
の
こ
と
で
す
。

施
設
の
建
設
費
用
な
ど
を
現
在

の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
負
担
で

一
度
に
払
う
こ
と
は
、
財
源
を

確
保
す
る
面
か
ら
も
困
難
で
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
施
設
を

利
用
し
て
い
く
「
将
来
の
市
民

の
み
な
さ
ん
」
に
も
政
府
を
公

平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め

日耳理担育園

駐車主主重量・・
「良いよがあるので無料で埋め立てます。擁壁

工事も無料でやりますJi埋め立てさせていただ
ければ、 MHしをいたしますJi工事用の土をちょ
っと位かせてくださいJi優良民地に造成します。
手続きはこちらでやります」。

このようなことを古って、口頭で地主の了解を

取り、燥地や山林に山のように建設残土を盛り上

げてしまう司王例が発生しています。

.トラブルの処理は「地主の責任」です
この場合、災地であれば農地法:il1反となり、逃反

者は地主 (IJ~業主)になります。 警察に訴えても

口頭で了解を取っていれば、どうにもなりません。

業者は全 て承知してやっているわけですから、

追求しでものらりくらり。 いつまでたっても、ら

ちがあきません。 また、もし業者が逃げてしまっ

た場合、後始末は地主の武任となり、費用も地主

の負担となってしまいます。

í~盗殺腿楽物の不法投ま廷ではないか」という考

え方もありますが、盛り土の時点で産業属事怪物で

はなくなり、織りニヒ用のニヒ (資材)とみなされて

しまいます。

広報ひ5っか回

ー
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下
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21※言語
長l 盆

百
八
十
万
円
を
借
り
入
れ
ま
し

た
。
年
度
末
の
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
市
債
の
借
り
入
れ
総
額

は
、
百
二
十

一
低
三
千
七
十
万

円
で
、
前
年
度
比
で
十
二
億
五

千
六
宵
七
十
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
。歳
出
の
状
況

経
費
の
こ
と

平成 8 年度に実施した主な事業(~す苦支)

。遠藤原一般廃棄物最終処分場第2期整備 (6-8年度継続)

7iQl.406万円

。躍村環境整備・農村総合整備(毘道・排水施段整備等 〉

倒壊3.647万円

。市場地区(吉沢)土地改良総合整備 1倍、 808万円

。漁港盤備・利用調整 4億2.224万円

。仮称東豊田工業団地整備推進経費 5億 48万円

。東盟国工柴田地線〈道路)改良 1儲6.619万円

。狭あい道路整備 2億9.605万円

。 真土金回線(道路)改良 6憶4.700万円

。仮称日向岡トンネル第1期整備 (5-8年度継続)

4億4.070万円

7億 453万円

2倍3.615万円

2億4.914万円

3億2.506万円

1億6.282万円

3憶9.337万円

6億4.095万円

1偲3.055万円

68億6.044万円

o 11 坑内整備 (8-9年度継続)

O真土大塚山公悶整備

。総合公園改修 (競技場補修)

O小中学校校舎耐麗補強

。小中学校窓ガラス飛散防止対策

。太洋中学校校舎改修

。城島公民館新築

。仮称港地区集会施設整備 (8-9年度継続〉

0下水道艶備

.甘い言葉に注意
残土捻てが増える背長には、処分場を確保しな

いで主主役工事が進められていることがあげられま

す。残上処分業者は、処分場の確保に必死です。

ttい古策にのせられて、「おまかせJにしてしま
うと、後で 「被2王者」 になりかねません。民地や
山林の造成は、白ら手続きをしてください。

~ここに注意~

1. 1込黄色に感り土する場合、規模が小さいものは

良栄~.Ll会の永認が、それ以外は災地法の一時

転朋の併可が必裂です。

2.契約は門聞ではなく、文s'-=で交わしましょう。
また、IjJ.・ T~官に図面などで工事の内容を十分機器

しましょう。

3. 契約は口顕でも成立 します。安易な返事はし

ないよ うにしましょう。特に、お年寄りがねら

われています。契約するしないは、家族みんな

で話し合って決めましょう。

4.造成は業者任せにしないようにしましょう 。

挫設廃材を埋められたり、計画より何メートル

も向く引をられたりしかねません。

.農業委員会にご相談ください
燥地を造成するときは、事前に農業委員会事務

局n23-1111 (内線337)へご相談ください。

なお、山林の利用については、 神奈川県湘南地

区行政センター農政部森林保全課n22-2711 (内
線319)におIIlJい合わせください。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
不必

密

と

自
_._ 
II 

っ
て
、
親
の
言
、
つ
こ
と
を
き
く
の
は
、
必
ず
し

も
い
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い

っ
た
窓
味
で
、
親
に
一百
え
な
い
こ
と

が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
自
立

を
考
え
る
と
き
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
親
に
秘

密
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
ご
く
自
然
な
、
健

全
な
こ
と
で
、
自
分
で
自
分
に
貨
任
を
も
て
る

よ
う
に
な
る
第

一
歩
だ
と
も
震
え
ま
す
。

「う
ち
の
子
は
何
で
も
私
に
話
す
ん
で
す
よ
、

親
子
と
い
う
よ
り
友
達
み
た
い
で
・
:」
な
ど
と

う
れ
し
そ
う
に
話
す
お
母
さ
ん
に
と
き
ど
き
出

会
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
親
子
関
係
こ
そ
少

し
心
配
に
な
り
ま
す
。

恋
愛
や
性
の
悩
み
な
ど
、
思
春
期
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
親
に
は
話
し
づ
ら
い
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
る
も
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

話
し
合
う
親
子
関
係
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
親
に
古
え
な
い
こ

と
が
山
て
き
て
当
然
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

お
く
と
、

子
ど
も
を
信
頼
し
、
そ
の
成
長
を
蹴

か
く
凡
守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

-
子
ど
も
教
育
相
識
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)6
0
1
3

中
学
二
年
生
の

A
君
。
小
学
生
の
と
き
は
、

学
校
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
本
当
に
よ
く
し
ゃ

べ
っ
て
く
れ
た
の
に
、
こ
の
と
こ
ろ
何
を
聞
い

て
も

「う
る
せ
!
な
」
の
一
言
。
「
何
か
隠
し

耶
で
も
し
て
い
る
の
か
し
ら
」
と
お
母
さ
ん
は

気
が
気
で
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
年
齢
か
ら
、
チ
ど
も
は
自
立
し
て
い
く

の
が
自
然
な
婆
で
す
。
特
に
思
蒋
則
に
か
か
る

巾
学
生
く
ら
い
に
な
れ
ば
、
親
に
わ
か
っ
て
も

ら
え
な
い
だ
ろ
う
と
問
必
う
こ
と
が
、
ず
い
ぶ
ん

出
て
き
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
何
で
も
親
に
一六

学
童
期
の
予
防
接
種
は

質
問

来
年
四
月
に
中
学
校
に
進

学
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
受
け

る
予
防
接
種
は
、
ま
だ
あ
り

ま
す
か
。

お
答
え

予
防
接
種
を
受
け
る
の
は

乳
幼
児
期
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
中
学
校
に
進
ん
で
か

ら
受
け
る
予
防
接
種
も
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
前
に
、
今
の
う
ち
に
受

け
て
お
い
た
方
が
よ
い
予
防

接
種
は
す
べ
て
済
ん
で
い
る

か
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

小
学
生
の
う
ち
に
済
ま
せ

て
お
き
た
い
も
の
に
は

「日

。
投
資
的
経
資

施
設
な
ど

「も
の
」
と
し
て

詳

し

い

内

容

は

残
る
山
賀
で
、
道
路
や
公
園
、

1

1

1

1

t

学
校
の
斡
備
な
ど
普
通
砧
設
事

「平
成
八
年
度
決
鮮
に
か
か
る

楽
に
か
か
る
経
質
の
こ
と

主
要
な
施
策
の
成
来
に
附
す
る

O
消
策
的
経
費

説
明
智
」
や
、
監
査
委

μに
よ

人
件
貨
や
物
件
費
な
ど

「も

る

「成
入
歳
出
決
算
審
査
窓
兄

の
」
と
な
っ
て
残
ら
な
い
出
資
性
」
は
、
市
役
所
三
階
の
市
政

の

こ

と

情

報

コ

ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま

人
件
費
と
扶
助
費
、
公
償
資

O
物
件
費

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

を
合
わ
せ
た
も
の
は
義
務
的
経
物
品
購
入
費
や
委
託
料
な
ど
い
。

資
と
呼
ば
れ
ま
す
。
一

般

的

に

の

こ

と

O
財
政
状
況
に
関
す
る
問
い
合

こ
の
経
費
が
少
な
い
ほ
ど
行
政

O
扶
助
費

わ
せ
先

財
政
課

(内
総
3
5

運
営
の
弾
力
性
が
あ
る
と
い
わ
生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
、

3
)

本
脳
炎
」
の
第
二
期
や
「
二

種
混
合
」
が
あ
り
ま
す
。

「日
本
脳
炎
」
は
小
学
校

四
年
生
こ
ろ
、
「
二
粧
混
合
」

は
六
年
生
こ
ろ
に
接
稲
す
る

の
が
効
来
的
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
も
に
十
三
歳
未
満
で

あ
れ
ば
、
無
料
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
受

け
る
も
の
に
は
、
「
風
し
ん
」

や
「
日
本
脳
炎
」
の
第
一一一
期

が
あ
り
ま
す
。「
風
し
ん
」
の

対
象
は
、
ま
だ
か
か
っ
た
こ

と
の
な
い
男
女
生
徒
で
す
。

い
ず
れ
も
「
日
本
脳
炎
」

第
二
期
と
同
様
、
平
成
七
年

十
月
か
ら
新
た
に
加
え
ら
れ

た

「追
加
接
種
」
で
、
十
六

成
未
満
で
あ
れ
ば
無
料
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
予
防
接

種
は
、
す
べ
て
個
別
接
種
で

す
の
で
、
お
近
く
の
医
院
な

ど
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
学
校
で
実
施

す
る

「
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
」

「
B
C
G接
種
」
も

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
病

気
に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ
く

り
出
す
の
に
大
変
有
効
な
手

段
で
す
。
か
か
り
つ
け
の
お

医
者
さ
ん
に
よ
く
相
談
し

て
、
計
画
的
に
接
種
し
ま
し

ょ、っ
。

-
保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
引
の

)
0
3
1
1

市政に対すると意見やご提案をお気軽にお寄せください。

。市長への手紙 郵送料市負担の手紙。公民館忽どの公共施設にあります。
芯でしこファヲス

Oなでしこファクス 送信料市負担のファクス。番号は0120ー704589。

を市政に
広報広聴課広聴担当(内線355)

「声」あなたの
。担当
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